
裏作 (麦類 )の転用veよって夜され,ビニール-クスVCよる果菜類 (特vcトマト),山地VC近 くの

生 しいたけ,いちご,梨などの作付がめだって増えている.また娼農,養鶏.養豚,肉牛の飼育な

ど都市向けの農産経営に変化しつつあb.埼玉嬢から-まわb拡大された近郊慮村の色彩を見せ始

めているo

工業は,伝統的夜瓦工業と,付近の蕃責を利用した絹工業の他VC.農家の豊富な労働力利用のた

めVC最近盛んVC夜った各種部品=業や,木材関係の工業などが主夜ものであるが,蒋vE旗家の主婦

が農作業の合間Uc行なう家内工業的なものVCも土樽徴がある｡

結局この地域において問題VCなるのは,自然と蘭適 した産業の方向と,高崎線の本線からはずれ

ているとい う交通上の位遭であると考えられる｡密集した工業地域のいきづせりと労働力不足VCよ

a,工場の地方分故の傾向がみられるが,藤岡市Ucかいては,JR科立地である在来からの伝統的夜

工業とともVC,近年誘致された地方工場が今後どのよう夜発展をみせ,東京など他都市とどのよう

夜関連を持つようVCなるかが注目される｡都市圏の拡大,道路の整備, トラック輸送の進展VCつれ

てこの地域の虚業的価値も高まるであろうが,人々がこれらの産業VC,この地域独 自の自然的 ･人

文的条件をどのようqe生かしていくかが課題となるであろう.

工業化による市原市の変容

- 京葉臨海工業地帯造成 との関連において-

細 井 京 子

京菜臨海工業地帝の造成Ueよる企業誘致は.昭和 20年代集村の過剰労働力問題 と財政的危機VE

悩まされた千葉県がその解決策として打 ちだしたものであった｡珊瑚vcおいては企業vE有利を条件

で誘致が行なわれたが,昭和 50年代ur入いる頃vcは現在VC至るところの企業の設備投資競争が始

まD,企業の側からの凄請と地方自治体の財政的要求とが一致して臨海地域の埋立てによる土地造

成と企業誘致が慮嫡された.

この頭 痛工業地席の土地造成は.東京湾の千葉県側一席vE戦後蒋qr盛んに行なわれてきたノリと

月の重婚を中心とした漁業の消滅を前提としておD,県が埋立確をもって漁業組合と交渉し,漁民

は補償金と引換えVC漁業権を放棄していった｡

市原市の場合, 1957- 67年veわたって五井 市慮地区と五井姉崎地区に合計 650万坪近い

土地が造成され,五井市jR地区の市慮地域ve造船 ･非鉄金属 ･毒気機械器具等の菜種を中心VEした

塵工業,五井地域と五井前癌地区vc石油梢盛 ･石油化学が癌合した石油化学コンビナー トが誘致形
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成された.その結果,従来工業の未発達であったこの地域の工業生産が 1960年頃から著 しい伸

びを示 し,出荷額では千葉県内で東も多 く浸っている｡しかし,市原 市の工業は中核を覆す石油精

製 ･石油化学工業が装直産業であるため.出荷膚の多さVC比して従業員数は少なV,.

この様夜工業化を主因として人口もこの10年来大幅夜増加を示 してきている｡この増加は地域

的VEは国鉄房総西線が通る沿建部の市原 ･五井 ･姉崎地区Ucのみ見 られる現象であ9,内座地区で

は減少ないし停胤 ノている.又,年令的vCは20-50才の青年層を.性別では男子を中心VCふえ

てVlるが,これは市JR市及び隣接する千葉市が重化学工業中心の工業的発展をとげたことと関連 し

ているものと思われるo産業別人口では第 1次産業が大幅UCl成少 し,かわって第 2･5次産業が増

加 し,特UC製造業を中心に第 2次産業の伸びが大きい｡第 1次産業人口の放威VCは 1960- 65

年にかけて行なわれたo埋立地の造成に伴 う水産養殖業従事者の哨戒が少なからぬ影響を与えてい

るo

埋立前Uc沿岸地域で営まれてVlたノT)養殖業は夏期の農業兼業 とVlう形で市原市の第 1次産業を

大きく規定 していた｡埋立地の造成による漁業権の放棄で.漁民の若年層は進出企業 ･蘭連中小企

業 ･一般事業所等の就職を中心に.高年令層は自営業 を中心VC転業 した｡又.従来兼業していた農

業UC専念する場合もあったが,耕地面積が市内の他地域vE比べ零細なため基幹労働力が流出してい

き,農業の弱体化をもたらしている｡

札幌市の泥炭地の開発と土地利用の

変化に関する考察

丸 山 陽 子

弟一 章

札幌市は明治初年vEは未開のjR野であったが,明治2年vc北海道行政の中心として碁盤目状vc市

債地区画がなされ,その後傾調な発展をみたo戦亀 背vE昭和 50年以峰の発達は著しく,政治 ･

鐘済 ･文化 ･交通等あらゆる面で名実共vc北膚道の中心 と在った｡産業面でもそれを如実VC反映 し,

第一次産業は極めて少をく,第三次産業就業者が多い.符に,卸小売業 ･公務 ･サービス業従事者

が多いのが特色である｡

第二 葺
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